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綾川上流緑の回廊 大隅半島緑の回廊
　多様な生物種を対象とすることとし、特に当該地域において
は、モニタリングを実施する中で、森林性哺乳類の着目種を設
定することとする。
　なお、クマタカ等の猛禽類については、営巣区域が確認され
た場合は、その適切な取扱いを検討することとする。

　多様な生物種を対象とすることとし、特に当該地域において
は、モニタリング手法を確立する過程で、森林性哺乳類の着目
種を設定することとする。
　なお、クマタカについては、公式に生息の確認がなされてい
ないが、今後、モニタリングなどによってその生息が確認され
た場合は、その適切な取扱いを検討することとする。

各緑の回廊に係る現行設定方針のアの（エ）に記載の「着目する野生動植物種」に関する記載内容


